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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

(1) 連結経営指標等 

 

回次 第４期中 第５期中 第６期中 第４期 第５期 

会計期間 

自 平成13年
  ４月１日
至 平成13年
  ９月30日

自 平成14年
  ４月１日
至 平成14年
  ９月30日

自 平成15年
  ４月１日
至 平成15年
  ９月30日

自 平成13年 
  ４月１日 
至 平成14年 
  ３月31日 

自 平成14年
  ４月１日
至 平成15年
  ３月31日

売上高 (千円) 3,051,293 4,288,609 4,977,041 6,944,433 9,271,276

経常利益 (千円) 121,294 570,446 27,632 438,693 1,316,964

中間(当期)純利益又は 
中間純損失(△) 

(千円) 219,420 660,262 △60,425 457,767 1,073,016

純資産額 (千円) 3,539,802 4,752,156 5,164,566 3,781,686 5,204,712

総資産額 (千円) 4,784,015 6,119,231 6,819,657 5,154,870 7,113,912

１株当たり純資産額 (円) 115,378 150,194 81,154 123,190 81,939

１株当たり中間(当期) 
純利益又は 
中間純損失(△) 

(円) 7,151 21,093 △950 14,920 17,030

潜在株式調整後１株 
当たり中間(当期)純利益 

(円) ― 20,722 ― 14,571 16,822

自己資本比率 (％) 74.0 77.7 75.7 73.3 73.1

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 245,819 505,468 △319,770 652,254 1,240,035

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) △326,733 △266,825 △697,130 △498,068 △886,123

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(千円) 542,753 295,708 28,676 348,128 298,160

現金及び現金同等物の 
中間期末(期末)残高 

(千円) 2,022,216 2,597,033 1,726,137 2,062,691 2,713,947

従業員数 
(外 平均臨時雇用者数) 

(名) 
(名) 

184
(17)

237
(26)

296
(27)

214 
(19)

246
(29)

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２ 第４期、第４期中及び第５期については、提出会社が平成13年８月24日付及び平成14年11月15日付で株

式分割を行っており、１株当たり中間(当期)純利益又は当期純損失、及び潜在株式調整後１株当たり当

期純利益は、期首に分割が行われたものとして計算しております。 

３ 第４期中の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、新株引受権方式によるストックオプショ

ン制度を採用しておりますが、中間会計期間末時点で新株引受権の行使期間が到来していないため、記

載しておりません。 

４ 第６期中の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、中間純損失が計上されているため記載し

ておりません。 
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４ 第５期中から、１株当たり純資産額、１株当たり中間(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり中間

(当期)純利益の算定にあたっては、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号)

及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号)を適用して

おります。なお、平成14年11月15日付で行った株式分割(１株につき２株)を第５期期首に行われたと仮

定した場合の１株当たり情報については、以下のとおりとなります。 

同会計基準及び適用指針を、第４期に適用し、かつ、平成14年11月15日付で行った株式分割（1株につ

き2株）を第4期期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報については、以下のとおりとなります。 

 

回次 第５期中 第４期 

１株当たり純資産 (円) 75,097 61,595 

１株当たり中間
(当期)純利益 

(円) 10,546 7,460 

潜在株式調整後１
株当たり 
中間(当期)純利益 

(円) 10,390 7,293 

 

② 提出会社の経営指標等 

 

回次 第４期中 第５期中 第６期中 第４期 第５期 

会計期間 

自 平成13年
  ４月１日
至 平成13年
  ９月30日

自 平成14年
  ４月１日
至 平成14年
  ９月30日

自 平成15年
  ４月１日
至 平成15年
  ９月30日

自 平成13年 
  ４月１日 
至 平成14年 
  ３月31日 

自 平成14年
  ４月１日
至 平成15年
  ３月31日

売上高 (千円) 2,982,146 4,130,325 4,412,632 6,720,080 8,721,314

経常利益又は 
経常損失(△) 

(千円) 265,415 630,932 △53,727 636,153 1,259,589

中間(当期)純利益又は 
中間純損失(△) 

(千円) 302,789 704,796 △106,981 577,113 1,029,303

資本金 (千円) 2,405,500 2,565,500 2,595,417 2,408,500 2,585,417

発行済株式総数 (株) 30,680 31,640 63,639 30,698 63,519

純資産額 (千円) 3,721,476 5,012,918 5,290,492 3,997,764 5,377,258

総資産額 (千円) 4,951,873 6,100,399 6,576,473 5,078,227 7,061,989

１株当たり中間 
(年間)配当額 

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.2 82.2 80.4 78.7 76.1

従業員数 
(外 平均臨時雇用者数) 

(名) 
(名) 

140
(7)

169
(12)

210
(20)

155 
(9)

174
(12)

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２ 中間連結財務諸表を作成しているため、提出会社の１株当たり純資産額、１株当たり中間(当期)純利益

又は中間純損失、潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益の記載を省略しております。 
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２ 【事業の内容】 

   当中間連結会計期間において、当連結グループ(提出会社及び提出会社の関係会社)が営んでいる

事業の内容に重要な変更はありません。 

 

３ 【関係会社の状況】 

当中間連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。 

名称 住所 資本金 
主要な事業の

内容 

議決権の 

所有割合

（％） 

関係内容 

(連結子会社) 

ギガフロップス

株式会社 

東京都港区 70百万円 情報処理関連 100.0

当社が提供するコンテンツの

受託開発や運営を行ってい

る。 

役員の兼任・・・2名 

 

４ 【従業員の状況】 

(1) 連結会社の状況 

平成15年９月30日現在 

従業員数(名) 

296  名(27) 

(注) １ 従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は( )内に当中間連結会計期間における平均人員を外数で

記載しております。 

２ 当連結グループは、単一の事業(モバイル・インターネット関連事業)を営んでおります。また、品目別

等に従業員数を区分することが困難なため、品目別等の記載を省略しております。 

３ 当中間連結会計期間において、従業員が50名増加しています。これは主に提出会社および連結子会社

（株式会社ケイ・ラボラトリー）において新規事業の展開並びに社内管理体制の充実を図ったことによ

るものであります。 

 

 (2) 提出会社の状況 

平成15年９月30日現在 

従業員数(名) 210 名(20) 

(注) １ 従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は( )内に当中間会計期間における平均人員を外数で記載

しております。 

２ 連結子会社への出向者３名を含んでおりません。 

３ 当中間会計期間において、従業員が36名増加しています。これは主にメディア戦略事業立ち上げおよび

コンテンツ事業の体制強化に伴うものであります。 

 

(3) 労働組合の状況 

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。 

 




